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グラフ

は じ め に

　漢方では，陰陽（虚実・寒熱・表裏），六病位，気
血水，五臓といった漢方特有の“ものさし”を用
いて，患者の証を見立てたのち，証に応じた漢
方処方を行う。日本漢方では，例えば葛根湯証
や大建中湯証というように，漢方薬（方剤）の名
称そのものが診断名（証）となる。これを方証相
対（薬と証が 1 対 1 対応している）という。各々
の方剤はその証が示す特徴的な症状や所見があ
り，患者の症状や所見と一致する方剤を選別する。
一方，中医学では，漢方特有の“ものさし”で患
者が示す病態（証）を見立てて，各々の証を改善
する作用のある生薬を配合して方剤を処方する。
これを弁証論治（証を弁別して治療法を考える）
という。

Ⅰ．証の見立て

　患者が漢方的に診てどのような異常状態にあ
るのかを判定する，すなわち証を見立てること
が漢方における診断である。証が決まれば用い
る漢方は決まってくる。
　証を見立てるには以下の順序で行うとよい。ま
ずは，表裏（疾病の部位），寒熱（疾病の性質），虚
実（体質および病邪と精気（抵抗力）の盛衰）を概

括する。これを八綱弁証という（図１）。なお，表
裏両者の性質を持つものは表裏同病，表と裏の
境目に病邪があるものは半表半裏，寒熱両者の
性質を持つものは寒熱錯雑，虚実両者の性質を
持つものは虚実錯雑という。
　八綱弁証を行ったら，次に病因について考察
する（病邪弁証）。中医学では人を発病させるに
十分な病邪を形成する要因ないし条件を病因と
いい，身体の外から身体の中に入り込むもの（外
因），感情が高まり過ぎて心身の失調を招くもの

（内因），それ以外のものの三種に分類する（表１）。
　そして，外邪が病因となっている外感熱病で
あれば六病位のいずれに属するかを判定する（六
経弁証）。内傷雑病（病因が内因または不内外因）
であれば，気血水の異常について検討し（気血津
液弁証），ついで臓腑の異常を弁別する（臓腑弁
証）。

Ⅱ．方剤処方と効果判定

　患者の証を見立てたならば，処方すべき方剤
は自ずと決まってくる。表２にプライマリ・ケア
の場における有用性が高く，頻用されている 35
種類の方剤の各弁証と使用目標を示す。使用目
標で，臨床症状・所見に合うものを抽出し，見立
てた証と一致するかどうかを確認して処方を行
うとよい。
　漢方の効果発現までの時間については，比較
的短時間で現れるもの（例えば解表剤など）もあ
れば，服用を続けていくうちに徐々に患者の体
質を変えていくものもある。即効性のものは数
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表１　病因の分類

①外因

六淫：風邪，寒邪，暑邪，湿邪，燥邪，火邪
春は風，夏は暑，火，長夏（土用）は湿，秋は燥，冬は寒の季節（六気）である。それが度を超すと六淫となり外邪となる。

②内因

七情内傷：喜，怒，憂，思，悲，恐，驚（プライマリ・ケア漢方のすすめ（2）を参照）

③不内外因

飲食不節，飲食不潔，労倦安逸，外傷，痰飲（水滞），瘀血

日後に効果の確認を行う。場合によっては外来
で服用していただき 1～2 時間で効果について判
定を行う。効果発現に時間がかかるものについ
ては 2 週間分あるいは 4 週間分処方して，次回
外来時に効果について確認を取るとよい。

Ⅲ . 副作用の注意

　「漢方薬には副作用がない。」という話を聞くこ
とがあるが，それは誤りであって，漢方薬が薬
である（人体に何らかの影響を与えるもの）以上，
副作用は起こりうるのである。実際にくすり相
談窓口で相談を受けた医療用医薬品のうち，漢

方製剤による副作用発現頻度は 3.5% という報告
がある。漢方薬（方剤）は何種類かの生薬で構成
されているが，生薬の中には副作用を起こす可
能性が少なからずあるものがある。その代表的
な生薬について解説する。なお，表２に各方剤
に含まれる下記の生薬について記載した。
① 黄芩：抗炎症効果を有する生薬である。かつ

て肝炎による肝機能障害に有効とされ，構成
生薬として黄芩を含有する小柴胡湯がしばし
ば用いられていたが，その中で，肝機能障害
が悪化した例や，間質性肺炎が出現した例の
報告が相次いだことがある。

図１　八綱弁証
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　 肝機能障害に関しては，定期的に採血し肝機
能を確認することで早期の発見に心がける。
また，間質性肺炎に対しては，呼吸困難，乾
性咳嗽，発熱等の症状に留意する必要がある。

② 甘草：各構成生薬の作用や毒性を緩和する，胃
腸機能を整える，緊張を和らげる，鎮痛など
の薬能を有しており，医療系漢方製剤の約
70% に含まれる生薬である。グリチルリチン
酸を含有しており，偽アルドステロン症を引
き起こすことがある。血圧上昇，浮腫，動悸
などの症状の出現に留意する必要がある。血
液検査で血清カリウム値低下，血漿レニン活
性低値がみられる。

③ 麻黄：発汗とともに外邪を追い出す，咳を鎮め
るなどの効果を有し，葛根湯や麻黄湯などに含
まれる。重要な成分はエフェドリンで，中枢神
経症状（興奮，不眠），心血管症状（動悸，血圧
症状，不整脈），消化器症状（食欲不振，悪心），
排尿障害などの副作用に注意する。

④ 山梔子：興奮を抑える，炎症を抑える，解毒
するなどの効果を有し，加味逍遙散，防風通
聖散，黄連解毒湯などに含まれる。長期内服で，
腸間膜静脈硬化症（腸間膜静脈壁石灰化）を引
き起こす例が報告されている。腹痛の症状に
留意する。

⑤ 附子：猛毒性アルカロイドのアコニチンを成
分とする生薬（生薬として用いるときは毒性を
除去する処理がなされている）で，陽気を補い，
寒をとり去る，痛みを抑える効果を有する。
八味地黄丸，真武湯，桂枝加朮附湯などに含
まれる。過量になると動悸，のぼせ，舌のし
びれ，悪心などの症状が現れる。高血圧患者，
頻脈性不整脈を有する患者はとくに要注意で
ある。

⑥ 大黄：瀉下効果，炎症を抑える効果を有する
生薬で，有効成分はセンノサイドである。桂
枝加芍薬大黄湯や麻子仁丸などの瀉下剤のほ
か，大柴胡湯，防風通聖散，桃核承気湯など
にも含まれる。腹痛や下痢といった副作用の
ほか，子宮収縮作用もあるので妊婦や授乳中
の女性への使用は避けた方がよい。

⑦ 人参：気を補う作用を有する生薬で有効成分
はトリテルペノイド配糖体（ギンセノシド）で
ある。六君子湯や補中益気湯などの補気剤，
十全大補湯や人参養栄湯などの気血双補剤，
大建中湯などに含まれる。副作用として，発
疹などの過敏症状が出現することがあり，実
証タイプに用いると頭痛，のぼせ，血圧上昇
などが生じる危険性がある。

⑧ 地黄：血を補う作用を有する生薬で有効成分
はテルペノイドである。四物湯，十全大補湯，
人参養栄湯などの補血剤，六味丸，八味地黄
丸などの腎気丸類に含まれる。消化しにくい
生薬で胃部不快感，食欲不振，下痢といった
副作用が生じやすいので胃腸が弱っている人
に用いるときには注意が必要である。また発疹，
発赤，かゆみなどの報告もある。

お わ り に

　現代の医療において，現代西洋医学によるア
プローチだけでは対応できない健康問題が多々
ある。それでも地域の第一線で活躍するプライ
マリ・ケア医は患者が抱えるあらゆる健康問題に
対応しようとする。そのような時に現代西洋医
学とは異なった概念，学問体系を有する漢方が
役に立つことがある。漢方診療では患者の現在
の心身の状況を把握し，いわゆる正常の状態か
らのずれを評価し（証を見極める），そのずれを
整える。その結果として患者が抱える健康問題
の改善に寄与する。
　本シリーズでは，漢方の概念，証の捉え方，漢
方における診察法，漢方処方の選択について概
説した。プライマリ・ケアにおける漢方診療の参
考にしていただけると幸甚である。
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